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１．はじめに

科学技術分野のレファレンスでは、先端技術の応用・利用を目的とした情
報や基礎的な科学データなどが求められる。また、最先端の科学技術系の論
文・研究報告は全世界への発信を目的として、英語のみで書かれている資料
や、インターネット上でいち早く公開されている情報も少なくない。そのた
め、容易に入手できるケースもある反面、必要とする資料が明確であっても、
資料の入手方法がわからない場合も多い。さらに、特許、規格、博士論文な
どの科学技術と関係が深い特別な資料群のニーズが高く、これらの資料は検
索するために一定の知識が必要な場合もある。
こうしたニーズに応え、的確に資料にナビゲートするために、科学技術分
野の「しらべるヒント」（以下、「科学技術・医療」という）を作成している。
本稿では、「科学技術・医療」からたどることができるコンテンツを紹介す
る。

２．「科学技術・医療」の全体像

「科学技術・医療」（図１）は、技術・工学、化学、医療、その他自然科学
をカバーしており、「文献・ツール紹介サイト」、「科学技術論文誌・会議録デ
ータベース」、「科学技術・経済情報室」から構成されている。
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３．文献・ツール紹介サイト

３．１ 　分野別の特徴
「文献・ツール紹介サイト」では、科学技術・医療分野の調査したい分野や
キーワードから、関連する図書・雑誌・雑誌論文・インターネット情報源な
どの文献やツールを探すことができる。個々のコンテンツを「調べ方案内」
と呼び、そのテーマに絞って効率的に調査するために役立つツールを解説し
ている。
検索窓を配置して、キーワード検索を行えるほか、「調べ方案内」をニーズ
の高い分野ごとに分類して（図２）、調べたい分野を大項目から小項目へとた
どることで、必要とするテーマに到達することができるように構成してい

図１　科学技術分野の「しらべるヒント」（「科学技術・医療」）
（http://rnavi.ndl.go.jp/stm/）
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る。ここでは、「文献・ツール紹介サイト」で取り扱っている分野の特徴を紹
介する（なお、コンテンツ数は、2009年12月末時点の数である）。

①医療・健康（コンテンツ数：92）
近年、社会の高齢化が進んでおり、疾病構造も変化している。医療・健康・
薬品分野における技術の進歩は、慢性疾患患者の快適な生活の維持、健康な
人の疾病罹患の予防など、国民生活の向上に大きく寄与する。「臨床検査・検
査値について調べる」などのテーマを取り上げ、患者から医療・看護・薬品
介護従事者まで幅広い層の人々に役立つと思われる情報を取り上げている。
また、生命科学における先進技術の発展は研究の段階から臨床の段階に進ん
できている。「万能細胞（iPS細胞・ES細胞など）に関する特許や論文などの
情報を入手する」など、これまで一部の研究者の関心事だった内容が、幅広
いユーザのアクセスを集めている。

②食品、ライフサイエンス（コンテンツ数：48）
食品の安全性、機能性については、近年、産地が誤って表示された食品や、
人体に有害な影響を及ぼす物質が製品に含まれる事例が発見されることも多
く、社会の関心は高い。「残留農薬について調べる」などの調べ方案内を作成
し、ユーザの関心が高い分野の資料へナビゲートしている。また、「①医療・
健康」とも関連して、健康増進に資する研究開発も注目を集めている。食品
分野について詳しく調べるには、最近の技術動向・研究論文のみならず、化
学的・生物学的な基礎知識を必要とする場合も多いため、有用な基礎的情報
やデータが収載された資料も紹介するように留意している。
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図２　「科学技術・医療」の文献・ツール紹介サイト
（http://rnavi.ndl.go.jp/stm/post-14.php）
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③環境（コンテンツ数：38）
地球温暖化などの環境問題への社会的関心は高い。国連気候変動枠組み条
約の締約国会議で、温室効果ガスの削減目標などを示したコペンハーゲン合
意が承認されるなど、国際レベルで地球環境問題に取り組む段階に入ってい
る。「科学技術・医療」では、「世界全体の二酸化炭素（CO2・炭酸ガス）排
出量」を調べるツールなどを紹介し、多くのアクセスを集めている。そのほ
かにも、化学物質の発がん性、水質汚染など我々の身近なところに潜む有害
物質の調べ方なども取り上げている。

④産業技術・工学（コンテンツ数：77）
我々の生活の中でほとんど全ての製品は科学技術を基礎にしていると言っ
てもよい。「携帯電話の技術について調べる」などユーザの関心の高い製品に
ついて個別に技術の紹介を行っている。また、「③環境」とあわせて、非常に
関心を集めているエネルギーについても、「自動車のバイオ燃料に関する技
術動向について」などを取り上げ、ニーズの高いテーマについて効率的な情
報収集に資するように努めている。さらに、経済・産業分野のコンテンツと
相互リンクを張ることで、利便性の向上を図っている。こうすることで、特
定の産業について興味を持ったユーザが、産業に関する統計情報などを調べ
ると同時に、その産業の商品を製品化する技術を調べることができる。例と
しては、「繊維技術に関する技術動向レポート類」（図３）と産業情報ガイド
「繊維・アパレル産業について調べるには」（図４）などがある（「産業情報ガ
イド」については、40ページ以降を参照）。

⑤災害・事故（コンテンツ数：17）
われわれの安心・安全な生活を実現するためには、災害・事故を未然に防
ぐための方策が欠かせない。そのために必要な科学技術も多く見られる。こ
のため、災害・事故に関する分野を設け、調べ方案内へのアプローチを実現
している。「航空事故例・報告書を調べる」などがある。

⑥科学（コンテンツ数：28）
科学に関する情報を得るための調べ方案内のほか、「国内の主要な科学技術
研究助成事業とその成果報告書」などの調べ方案内もある。近年、研究開発成
果の公開・共有の必要性が注目されている。助成を受けた研究開発成果の社会
還元の観点からは、その成果を広く公開し、新たな研究開発へつなげていくこ
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とも重要と考えられている。例えば、他の研究者に対しても研究開発成果を提
供することで、研究開発のさらなる発展や新たな展開も期待できる。

図３　「繊維技術に関する技術動向レポート類」（本文の一部を省略）
（http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-400303.php）

図４　産業情報ガイド「繊維・アパレル産業について調べるには」
（http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-102249.php）

産業情報ガイド
へのリンク
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⑦文献調査のノウハウと資料群（コンテンツ数：70）
国立国会図書館は、我が国の科学技術資料の提供・保存機関として、科学
技術振興政策に基づき、様々な資料を収集している。そうした科学技術に関
係する「博士論文」「規格」「特許」「会議録」「テクニカルリポート」などの
資料群について、資料群特有の調べ方や利用の仕方などを解説している1）。
特許の場合、特許番号、出願人、特許のテーマなどから調べることが多いが、
それぞれ検索方法が異なり、インターネットで検索することが可能な場合も
あるほか、年代によっては索引類を使って調べる必要があるため、それぞれ
のケースによる調べ方を案内している。また規格の場合には、国立国会図書
館で規格票・ハンドブックを利用する方法や、インターネットで検索する方
法などを取り上げている。

３．２　他コンテンツへのリンク
科学技術系の「調べ方案内」では、積極的に他のコンテンツへリンクを張
ることで、類似する疑問・質問へと導けるようにしている。疑問・質問があ
いまいである場合、端緒となる質問が解決することで新たな疑問・質問が生
まれ、さらにそれを解決することで、本当に調べたい問題が解決することも
多い。前述の通り、「産業情報ガイド」へのリンクを積極的に進めているほ
か、国立国会図書館で受けた過去のレファレンス事例について、レファレン
ス協同データベース2）に登録し、「調べ方案内」からのリンクを張っている
（図５、６）。調べ方案内では、特定の分野について総論的・一般的に調べ方
を案内しており、具体的な疑問・質問については必ずしもニーズに応えられ
ないこともある。この問題点を補うため、調べ方案内と関連性の高いレファ
レンス事例にリンクを張ることで、具体的な疑問・質問を解決する機会の拡
大を図っている。
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図５　「食品添加物について調べる」（本文の一部を省略）
（http://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/entry/theme-honbun-400141.php）

図６　レファレンス協同データベース
（http://crd.ndl.go.jp/GENERAL/servlet/detail.reference?id=1000045337）

レファレンス協同データベース
へのリンク
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４．科学技術論文誌・会議録データベース

「科学技術論文誌・会議録データベース」は、1997年まで冊子体で発行し
ていた『日本科学技術関係逐次刊行物総覧 』を引き継ぐもので、国内で活動
する諸団体が編集・発行する科学技術関係の学術論文誌と会議録の二次情報
を調べるためのツールである（図７）。リニューアルに当たって、逐次刊行物
だけではなく、図書やCD/DVD-ROMも採録対象に加えている。2009年12月
末時点で、約8,500タイトルの学会誌・技報の書誌情報に加え、それに掲載
されている個々の会議録情報約19,800件を収録し、データの追加・更新を毎
月行っている。

図７　科学技術論文誌・会議録データベース
（http://rnavi.ndl.go.jp/kaigi/top.php）
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NDL-OPACにはない独自の書誌情報としては、発行機関のURL、当該雑誌
の電子情報（本文、抄録または目次が提供されているページのURL）、タイ
トル関連情報（和雑誌の英文タイトル、略称など）、会議録関連情報が挙げら
れる。会議録情報としては、学会等で発表された論文、講演要旨、予稿集な
どが何の雑誌のどの巻号に掲載されているかという会議録掲載情報ととも
に、その会議名、開催年月、開催場所、共催者等の会議開催情報も確認でき
る（図８）。会議開催情報については、主に2005年以降に刊行された学術論
文誌に掲載されたものが対象となっている。

図８　科学技術論文誌・会議録データベースの会議録情報の例
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科学技術関係の学術論文誌を一覧することのできるツールとして本データ
ベースは出発しているが、それにとどまらず、灰色文献になりがちな「会議
録」の二次情報を充実させていることが特徴であるといえる。当館所蔵の冊
子体資料を典拠とする確かな会議録・会議開催情報と、最新のインターネッ
ト情報源を併せ持ったデータベースを、ぜひ活用されたい。

５．おわりに

科学技術分野の進展は速く、新しい技術が次々と研究開発されている。ま
た、環境問題や健康問題など、社会で生じる様々な問題を解決するのに科学
技術の発展への期待は大きい。このため、社会情勢や最新情報やコンテンツ
へのアクセス統計には常に留意し、新しいニーズに対しては、該当する資
料・情報にナビゲートできるよう可能な限り早く「調べ方案内」の作成・更
新を行うよう努めている。また誰もがインターネットへ情報を公開すること
が容易になった反面、大量の情報が氾濫し、質の高い情報源へアクセスする
のが困難になりつつある。調べ方案内では、来館レファレンスを中心に調べ
ものの経験を積んだ図書館員が、誤りのない中立な立場で書かれた情報源に
ナビゲートできるように配慮している。本稿で紹介したコンテンツを活用し
て、レファレンスの向上に役立てていただきたい。

注
１）各資料群の説明は、調べ方案内を実際に参照していただくのがよいが、概観できるも
のとして、図書館で学ぶ　第２回　科学技術資料の探し方．『国立国会図書館月報』579
号，2009. 6，pp.26─31．を参照（http://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/pdf/
geppo0906.pdf）。
２）事業内容については、例えば、レファレンス協同データベース事業のこれから─シス
テム提供開始から５年目を迎えるにあたって─．『国立国会図書館月報』563号，2008. 2，
pp.17─27．を参照（http://www.ndl.go.jp/jp/publication/geppo/pdf/geppo0802.pdf）。

（おんだ　ひろゆき　主題情報部科学技術・経済課）


